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令和６年第１回中頓別町議会定例会会議録

〇議事日程（第２号）

令和６年３月４日（月曜日） 午前１０時００分開議
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◎開議の宣告

〇議長（星川三喜男君） 皆様、おはようございます。定足数に達しておりますので、た

だいまから本日の会議を開きます。

本日の議事日程につきましては、お手元に配付した議事日程第２号のとおりです。

（午前１０時００分）

◎議案第１８号

〇議長（星川三喜男君） 日程第１、議案第１８号 令和５年度中頓別町国民健康保険事

業特別会計補正予算を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） おはようございます。本日もよろしくお願い申し上げます。議案

第１８号 令和５年度中頓別町国民健康保険事業特別会計補正予算につきまして、土屋保

健福祉課長から説明をさせていただきます。

〇議長（星川三喜男君） 土屋保健福祉課長。

〇保健福祉課長（土屋順一君） おはようございます。よろしくお願いいたします。それ

では、議案第１８号 令和５年度中頓別町国民健康保険事業特別会計補正予算についてご

説明いたします。

１ページをお開き願います。令和５年度中頓別町の国民健康保険事業特別会計補正予算

は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１２万５，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億９，２８８万８，０００円とする。

第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

令和６年３月１日提出、中頓別町長。

初めに、事項別明細書、歳出からご説明いたします。１０ページをお開き願います。１

款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費では、既定額に７万２，０００円を追加し、

６８５万６，０００円とするもので、内容につきましては２節給料で会計年度任用職員の

給料に不足が生じたため７万２，０００円を追加するものであります。

３款国民健康保険事業費納付金、１項国民健康保険事業費納付金、１目医療給付費分で

は、既定額に５万３，０００円を追加し、３，５８２万９，０００円とするもので、内容

につきましては令和５年度国民健康保険事業納付金の確定により追加するものでございま

す。

６ページをお開きください。歳出合計、既定額に１２万５，０００円を追加し、２億９，

２８８万８，０００円とするものでございます。

続きまして、歳入についてご説明いたします。８ページをお開き願います。３款道支出
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金、１項道負担金、１目保険給付費等交付金につきましては、既定額に７万２，０００円

を追加し、２億４，１７４万４，０００円とするもので、２節保険給付費等交付金の道繰

入金（２号分）７万２，０００円を追加するものでございます。

４款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金につきましては、既定額に５万３，

０００円を追加し、１，１６３万３，０００円とするもので、５節未就学児均等割保険料

繰入金で３万９，０００円、６節産前産後保険料繰入金で１万４，０００円をそれぞれ追

加、納付金の確定による追加となります。

４ページをお開き願います。歳入合計、既定額に１２万５，０００円を追加し、２億９，

２８８万８，０００円とし、歳入歳出のバランスを取ってございます。

以上、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願い

いたします。

〇議長（星川三喜男君） ただいま説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第１８号を採決

します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第１８号 令和５年度中頓別町国民健康保険事業特別会計補正予算は原案

のとおり可決されました。

◎議案第１９号

〇議長（星川三喜男君） 日程第２、議案第１９号 令和５年度中頓別町国民健康保険病

院事業会計補正予算を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第１９号 令和５年度中頓別町国民健康保険病院事業会計補

正予算につきまして、西村国保病院事務長から説明をさせていただきます。

〇議長（星川三喜男君） 西村国保病院事務長。

〇国保病院事務長（西村智広君） おはようございます。よろしくお願いいたします。議

案第１９号 令和５年度中頓別町国民健康保険病院事業会計補正予算についてご説明いた

します。

１ページをお開き願います。総則、第１条、令和５年度中頓別町国民健康保険病院事業
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会計の補正予算は、次に定めるところによる。

収益的収入及び支出、第２条、令和５年度中頓別町国民健康保険病院事業会計予算第３

条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。病院事業収益につきまし

ては、既決予定額より５，２３３万５，０００円を減額し、５億９，６９６万９，０００

円とするものです。病院事業費用では、既決予定額より５，２３３万５，０００円を減額

し、５億９，６９６万９，０００円とするものであります。

資本的収入及び支出、第３条、予算第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額を次の

とおり補正する。資本的収入につきましては、既決予定額より９２万９，０００円を減額

し、６７４万６，０００円とするものです。資本的支出につきましては、既決予定額より

１３７万６，０００円を減額し、１，１１５万６，０００円とするものです。なお、資本

的収入が資本的支出額に対し不足する額４４１万円は、当年度分損益勘定留保資金で補填

するものです。

企業債、第４条、企業債として起こすことができる企業債の目的、限度額、起債の方法、

利率及び償還の方法は次のとおり変更する。起債の目的には変更はなく、病院事業の医療

器械購入事業の起債の確定による限度額の変更であり、限度額１５０万円を１２０万円に

変更するものです。なお、起債の方法、利率、償還の方法に変更はございません。

他会計からの補助金、第５条、予算第８条に定めた一般会計から受ける補助金の予定額

を次のとおり補正する。一般会計補助金につきましては、既決予定額に１億３万２，００

０円を追加して、３億４，６４１万３，０００円とするものです。

棚卸資産購入限度額、第６条、予算第９条に定めた棚卸資産の購入限度額を次のとおり

補正する。棚卸資産購入限度額を既決予定額より７６万円を追加して、４，７１２万６，

０００円とするものです。

令和６年３月１日提出、中頓別町長。

それでは、収益的収支の支出をご説明いたします。１９ページをお開き願います。また、

別に配付してございます補足説明資料５ページをお開き願います。１款病院事業費用、１

項医業費用、１目給与費は、既決予定額より３，７８５万９，０００円を減額し、３億６，

３４７万５，０００円とするもので、給料の１，２０３万６，０００円の減額は看護師等

の退職に伴う実績精査による減額、手当の１，４２０万４，０００円の減額は給料と同様

の理由及び実績見込みによるものであります。報酬で３６万８，０００円の追加は、出張

医師報酬の実績見込みによる追加及び派遣看護師報酬、会計年度任用職員の実績精査によ

る減額であります。法定福利費で５３３万４，０００円の減額については、共済組合及び

社会保険等の実績見込みにより増減、退職給付費で実績見込みにより８７５万８，０００

円の減額で、賞与引当金繰入額で１８２万９，０００円、法定福利費引当金繰入額で２７

万６，０００円は職員の異動等に伴い引当金の再計算に基づき追加するものであります。

給与費の明細につきましては、７ページから１４ページまで掲載しておりますので、ご参

照願います。
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２目材料費では、既決予定額より２１６万円を減額し、３，６５３万２，０００円とす

るもので、薬品費で２５９万２，０００円の減額は診療に伴う執行状況を勘案しての減額、

診療材料費の追加は検査部門のコロナ検査キット、試薬等の購入に伴う追加、放射線部門

の材料購入による追加、看護部門につきましては実績見込みによる減額であります。

３目経費では、既決予定額より２９８万９，０００円を減額し、６，３０３万４，００

０円とするもので、そのほとんどが実績及び見込みに係る予算の精査、不用額の減額であ

りますので、追加項目のみご説明いたします。燃料費は、重油単価の高騰及び使用見込み

により１５６万４，０００円の追加、印刷製本費につきましては印刷物の実績増により２

万円の追加、保険料は介護保険事業保険料等の精査により５万８，０００円の追加をする

ものであります。

２１ページをお開き願います。４目減価償却費につきましては、既決予定額より２４万

６，０００円を減額し、４，２８７万円とするもので、建物及び機械備品の減価償却費再

計算により減額及び追加するものであります。

５目資産減耗費につきましては、既決予定額に１１万１，０００円を追加して、２６万

１，０００円とするもので、期限切れの薬品の減耗に伴う減耗費の追加であります。

６目研究研修費では、既決予定額より１００万円を減額し、１２０万円とするもので、

旅費で現地での研修機会が減ったこと及びウェブ開催に伴う不用額の減額であります。

２項介護保険事業費用、１目給与費は、既決予定額より７５２万１，０００円を減額し、

７，０００万円とするもので、給料の４万３，０００円の減額、手当の１８４万４，００

０円の減額、報酬の８万９，０００円の減額、法定福利費の１０６万円の追加は介護医療

院等の職員の配置換え及び実績見込みに基づく増減であります。２３ページをお開き願い

ます。また、補足説明資料の７ページをお開き願います。退職給付費２５６万５，０００

円、賞与引当金繰入額３４２万２，０００円、法定福利費引当金繰入額６１万８，０００

円につきましても職員の配置換え及び実績見込みに基づき減額するものであります。

２目材料費では、既決予定額より３９万円を減額し、５７８万１，０００円とするもの

で、薬品費の減額及び診療材料費の追加は実績見込みに基づくものであります。

３目経費では、既決予定額より２８万９，０００円を減額し、１，２２１万９，０００

円とするもので、燃料費は重油単価高騰及び使用見込みにより２４万６，０００円の追加、

保険料から諸会費までにつきましては実績見込みによる不用額の減額及び追加であります。

３項医業外費用、１目支払利息及び企業債取扱諸費は、既決予定額に８，０００円を追

加し、４９万４，０００円とするもので、企業債利息の額確定による追加であります。

続きまして、収益的収支の収入をご説明いたします。１５ページをお開き願います。ま

た、補足説明資料の３ページをお開き願います。１款病院事業収益、１項医業収益、１目

入院収益では、既決予定額より５，５９８万８，０００円を減額し、４，６２１万２，０

００円とするもので、入院患者数の減少に伴い減額するものであります。

２目外来収益では、既決予定額より７，９０７万３，０００円を減額して、６，８２１
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万１，０００円とするもので、外来患者数の減少に伴う減額であります。

３目その他医業収益では、既決予定額に２３２万９，０００円を追加し、２，３７８万

９，０００円とするもので、コロナワクチン接種等の増加による公衆衛生活動収益の増、

健診件数の減少に伴う医業相談収益の減、長期入院患者の減少による一部自己負担の減少

によるその他医業収益の減となっております。

４目他会計負担金は、既決予定額より１４万６，０００円を減額し、３，２３４万円と

するもので、救急医療分の額の確定に伴う減額であります。

２項介護保険事業収益、１目訪問看護収益は、既決予定額より２万円を追加し、５２万

円とするもので、一時的な利用者の増加に伴う追加であります。

２目通所リハビリ収益は、既決予定額に１９万２，０００円を追加し、３６２万６，０

００円とするもので、利用者数及び回数の増に伴う増額であります。

３目居宅事業所収益は、既決予定額に２４万円を減額し、６２６万円とするもので、見

込みより利用者数が減ったことに伴う減額であります。

４目介護医療院収益は、既決予定額より１，８４１万７，０００円を減額し、７，５０

２万３，０００円とするもので、利用者数の減少に伴い減額するものであります。

５目その他介護保険収益は、既決予定額に４９万７，０００円を追加し、８５万７，０

００円とするもので、介護医療院の保険対象外の経費の実績見込みによる追加であります。

６目他会計補助金は、新たに１９１万８，０００円を追加するもので、居宅事業所等の

運営費補助金の実績見込みにより４１万８，０００円、北海道単独補助であります在宅医

療提供体制強化事業補助金が今年度も町会計を経由して１５０万円が交付されることにな

ったことに伴う新規計上であります。

３項医業外収益、１目受取利息配当金は、既決予定額より４万７，０００円を減額し、

３，０００円とするもので、預金利息の実績見込みによる減額。

２目他会計補助金は、既決予定額より２００万７，０００円を減額し、２，０６９万１，

０００円とするもので、基礎年金拠出金公的負担分、共済追加負担分、医師確保対策分の

額確定による追加及び減額、児童手当分、研究研修費分の見込みにより減額するものであ

ります。

３目他会計負担金は、既決予定額に１億８９万６，０００円を追加し、２億８，５９１

万８，０００円とするもので、企業債利息分の追加、リハビリテーション医療分の減額、

運営費補助金の見込みに伴う追加計上であります。

４目患者外給食収益は、既決予定額に２４万２，０００円を追加し、７８万２，０００

円とするもので、給食利用者の増による患者外給食代の追加であります。

５目長期前受金戻入につきましては、既決予定額より１９万４，０００円を減額し、２，

６６１万６，０００円とするもので、長期前受金戻入額の再計算により減額するものであ

ります。

６目その他医業外収益は、既決予定額に２２万３，０００円を追加し、１５６万２，０
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００円とするもので、電気、テレビ使用料、雇用保険料、入院に伴うその他分の追加及び

看護実習体験中止に伴う謝金の減額であります。

１７ページをお開き願います。７目国庫補助金は、既決予定額より２８３万４，０００

円を減額し、２０７万２，０００円とするもので、医師招聘費用や日当直の診療応援医師

に関わる補助金、国民健康保険特別調整交付金の額確定に伴う減額であります。

８目道補助金は、既定額に２９万４，０００円を追加計上するもので、物価高騰に伴い

医療・介護・障がい施設等食材料費支援金について当院も交付対象になることにより計上

したものであります。

病院事業収益総額では５，２３３万５，０００円を減額して、５億９，６９６万９，０

００円として収入支出のバランスを取っております。

続きまして、資本的収支の支出をご説明申し上げます。２７ページをお開き願います。

また、別に配付してございます補足説明資料の８ページをお開き願います。１款資本的支

出、２項建設改良費、１目固定資産購入費では、既決予定額より１３７万６，０００円を

減額し、３８９万７，０００円とするもので、機械備品購入費にて医療機器の入札、見積

り合わせの不用額の減額であります。また、施設費は、研修医住宅車庫設置の入札による

不用額の減額であります。

次に、資本的収支の収入をご説明申し上げます。２５ページをお開き願います。１款資

本的収入、１項負担金交付金、１目一般会計負担金では、既決予定額より６２万９，００

０円を減額し、５５４万６，０００円とするもので、医療機器購入に関わる単独備品費、

建設改良費及び過疎債分の額確定に伴う減額であります。

２項企業債、１目病院事業債では、既決予定額より３０万円を減額し、１２０万円とす

るもので、企業債対象機器の額の確定に伴い減額するものであります。

資本的収入が資本的支出額に対して不足する額であります４４１万円は、当年度分損益

勘定留保資金で補填するものでございます。

予定貸借対照表につきましては３ページに、またキャッシュフロー計算書は５ページに

添付しておりますので、ご参照願います。

以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願

い申し上げます。

〇議長（星川三喜男君） ただいま説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第１９号を採決

します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。



- 69 -

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第１９号 令和５年度中頓別町国民健康保険病院事業会計補正予算は原案

のとおり可決されました。

◎議案第２０号

〇議長（星川三喜男君） 続きまして、日程第３、議案第２０号 令和５年度中頓別町水

道事業特別会計補正予算を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第２０号 令和５年度中頓別町水道事業特別会計補正予算に

つきまして、後藤建設課上下水道担当課長から説明をさせていただきます。

〇議長（星川三喜男君） 後藤建設課上下水道担当課長。

〇建設課上下水道担当課長（後藤晃昭君） おはようございます。よろしくお願いいたし

ます。マイク入っていますか。

〇議長（星川三喜男君） 暫時休憩いたします。

休憩 午前１０時２５分

再開 午前１０時２７分

〇議長（星川三喜男君） 休憩前に戻り会議を再開します。

〇建設課上下水道担当課長（後藤晃昭君） おはようございます。よろしくお願いいたし

ます。議案第２０号 令和５年度中頓別町水道事業特別会計補正予算についてご説明いた

します。

予算書の１ページをお開きください。令和５年度中頓別町水道事業特別会計補正予算。

令和５年度中頓別町の水道事業特別会計補正予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条第１項 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ４，６１２万５，００

０円を減額し、歳入歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ４億２，３２０万８，０００円

とする。

第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

（繰越明許費）

第２条 地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用すること

ができる経費は、「第２表繰越明許費」による。

（地方債の補正）
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第３条 既定の地方債の変更は、「第３表地方債補正」による。

令和６年３月１日提出、中頓別町長。

議案の４ページをお開きください。第２表、繰越明許費は、１款水道費、１項総務費、

簡易水道等施設整備費国庫補助事業９，９２７万３，０００円を翌年度に繰り越して執行

するものでございます。繰越しの理由でございますが、中頓別浄水場機械・電気設備更新

工事において半導体を使用した機器、制御盤、計装盤、水質測定機器、モーターを使用し

たポンプ類等が納期遅延、長納期化となっておりまして令和５年度内の完成が見込めない

ことから、令和６年度に繰り越して執行するものでございます。

第３表、地方債補正、水道事業債の限度額の変更でございます。起債の目的、水道事業

債の限度額を変更前１億３，３７０万円から変更後１億１，８５０万円とするもので、起

債の方法、利率、償還の方法に変更はございません。変更になった事業についてご説明い

たします。簡易水道等施設整備費国庫補助事業の限度額を変更前１億３，０５０万円から

変更後１億１，４７０万円とするもので、事業費の確定によるものでございます。なお、

水道管布設替事業につきましては、北海道による道道中頓別停車場線道路改良工事が実施

されなかったため水道管布設替工事を実施しなかったことから、限度額を変更前８０万円

から変更後ゼロ円、北海道事業である頓別川広域河川改修工事に関わる一已内橋の架け替

えに伴い橋梁添架管の移設が必要となることから、新橋への橋梁添架のための水道管受台

制作を北海道で行うことに対する負担金の支払いが生じるため、新たに町道水道管移設事

業として限度額を１４０万円とするものでございます。

続きまして、事項別明細書、歳出からご説明いたします。１２ページをお開きください。

１款水道費、１項総務費、１目一般管理費につきましては、既定額から４，６３０万３，

０００円を減額し、３億８，１４９万９，０００円とするもので、２節給料、３節職員手

当等、４節共済費では職員の異動等により生じた差額についてそれぞれを減額するもので

ございます。詳細につきましては、１６ページから２０ページに記載しております給与費

明細書をご参照ください。１１節役務費では、４月１日より当会計が公営企業法の適用を

受けることに伴い、３月３１日付で打切り決算処理を行うこととなり、出納整理期間がな

くなることから、例年４月に支払い処理を行っている３月利用分の電話料、自動振込手数

料、窓口公金収納手数料については未払い金として令和６年度会計から支出することとす

るためそれぞれ減額し、役務費全体で２２万３，０００円を減額するものです。１２節委

託料では、先ほど１１節役務費で説明いたしました公営企業法適用化に関わる未払い金と

して同様に処理するため、中頓別町簡易水道水質検査委託料、水道施設維持管理業務委託

料、水道料金調定システム保守点検業務委託料についてそれぞれ減額するものです。その

他委託料につきましては、事業費の確定及び執行残についてそれぞれ減額するもので、委

託料全体で５２６万９，０００円の減額となります。１３節使用料及び賃借料では、掘削

機械使用料について昨年７月に少雨の影響で水源河川である平賀内川の水位が低下したた

め、取水水量確保のため土のう設置作業を臨時で行い、また今年１月の大雪により浄水場
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水処理棟の屋根の積雪が大幅に増えたため、建物の安全性を考慮し、除雪作業を臨時で行

ったため、不足する１９万１，０００円について追加するものでございます。また、水道

施設監視システム使用料につきましては、前述しております公営企業法適用化に係る未払

い金として処理するため８８万４，０００円を減額するもので、使用料及び賃借料全体で

６９万３，０００円を減額するものでございます。１４節工事請負費では、配水管布設工

事について地方債補正でもご説明いたしました北海道による道道中頓別停車場線道路改良

工事が実施されなかったことから１５２万１，０００円の減額、量水器取替工事で４万７，

０００円、中頓別浄水場機械設備更新工事で３，２２９万９，０００円、中頓別浄水場電

気設備更新工事で６９０万円を事業費の確定による執行残についてそれぞれ減額するもの

で、工事請負費全体で４，０７６万７，０００円の減額となります。詳細につきましては、

建設課上下水道グループ作成の補正予算説明資料をご参照ください。１５節原材料費では、

今年度は大雨による濁度上昇の頻度が少なく、浄水処理に必要な薬剤使用量が減ったため、

今後見込まれる使用量を考慮して減額するもので、原材料費全体で４１万８，０００円の

減額となります。１８節負担金補助及び交付金では、地方債補正の説明の際にも申し上げ

ましたとおり頓別川広域河川改修工事に係る一已内橋の架け替えに伴い、新橋への橋梁添

架のための水道管受台制作を北海道で行うことに対する水道管移設道営事業負担金として

２８７万６，０００円を追加するものでございます。また、退職手当組合事前納付金及び

退職手当組合負担金について職員の異動等により生じた差額についてそれぞれ減額、簡易

水道協会負担金については４万円の減額で、前年度の簡易水道等施設整備費国庫補助金の

額確定によるものでございます。負担金補助及び交付金全体で２４１万７，０００円を追

加するものでございます。２６節公課費では、水道事業特別会計消費税について令和４年

度の確定申告による納付額の確定により不足する額５０万７，０００円について追加する

ものでございます。

２項公債費、２目利子では、既定額に１７万８，０００円を追加し、４９０万５，００

０円とするもので、２２節償還金利子及び割引料について長期債償還利子の額確定により

不足する額を追加するものとなります。

８ページをお開き願います。歳出合計、既定額から４，６１２万５，０００円を減額し、

４億２，３２０万８，０００円とするものでございます。

続きまして、歳入についてご説明いたします。１０ページをお開きください。２款国庫

支出金、１項国庫支出金、１目水道事業費国庫支出金では、既定額から８４８万２，００

０円を減額し、６，１８７万３，０００円とするもので、簡易水道等施設整備費国庫補助

金につきまして歳出でご説明いたしました導水管布設替実施設計業務委託料及び中頓別浄

水場機械・電気設備更新工事の事業費確定により減額するものでございます。

３款繰入金、１項繰入金、１目一般会計繰入金につきましては、既定額から２，０６７

万５，０００円を減額し、１億８，２９２万５，０００円とするもので、一般会計繰入金

について減額するものでございます。
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４款繰越金、１項繰越金、１目繰越金につきましては、既定額に４５万４，０００円を

追加し、４５万５，０００円とするもので、前年度繰越金を実績により追加するものでご

ざいます。

５款諸収入、１項雑入、２目弁償金につきましては、既定額から２２２万２，０００円

を減額し、６１６万２，０００円とするもので、中頓別浄水場水処理棟屋根修繕に対する

公有建物災害共済金の額の確定により減額するものでございます。

６款町債、１項町債、１目水道事業債につきましては、既定額から１，５２０万円を減

額し、１億１，８５０万円とするもので、地方債補正でもご説明いたしましたが、簡易水

道等施設整備費国庫補助事業で１，５８０万円、水道管布設替事業で８０万円を事業費の

確定によりそれぞれ減額、町道水道管移設事業で１４０万円を追加するものでございます。

６ページをお開きください。歳入合計、既定額から４，６１２万５，０００円を減額、

４億２，３２０万８，０００円とし、歳入歳出のバランスを取っております。

以上で説明を終わらせていただきます。よろしくご審議のほどお願いいたします。

〇議長（星川三喜男君） ただいま説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第２０号を採決

します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第２０号 令和５年度中頓別町水道事業特別会計補正予算は原案のとおり

可決されました。

◎議案第２１号

〇議長（星川三喜男君） 続きまして、日程第４、議案第２１号 令和５年度中頓別町下

水道事業特別会計補正予算を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第２１号 令和５年度中頓別町下水道事業特別会計補正予算

について、後藤建設課上下水道担当課長から説明をさせていただきます。

〇議長（星川三喜男君） 後藤建設課上下水道担当課長。

〇建設課上下水道担当課長（後藤晃昭君） 引き続きよろしくお願いいたします。議案第

２１号 令和５年度中頓別町下水道事業特別会計補正予算についてご説明いたします。
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予算書の１ページをお開きください。令和５年度中頓別町下水道事業特別会計補正予算。

令和５年度中頓別町の下水道事業特別会計補正予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条第１項 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ７５２万円を減額し、

歳入歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ１億４，５２５万２，０００円とする。

第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

令和６年３月１日提出、中頓別町長。

事項別明細書、歳出からご説明いたします。１０ページをお開きください。１款下水道

費、１項総務管理費、１目一般管理費につきましては、既定額から７５７万９，０００円

を減額し、９，２０３万円とするもので、１０節需用費では修繕費について３０万円を執

行残として減額するものでございます。１１節役務費では、４月１日より当会計が公営企

業法の適用を受けることに伴い、３月３１日付で打切り決算処理を行うこととなり、出納

整理期間がなくなることから、例年４月に支払い処理を行っております３月利用分の自動

振替手数料、窓口公金収納手数料については未払い金として令和６年度会計から支払うこ

ととするためそれぞれ減額し、役務費全体で８万円を減額するものです。１２節委託料で

は、先ほど１１節役務費でご説明いたしました公営企業化に伴う未払い金として同様に処

理するため、下水道管理センター維持管理業務委託について６９５万７，０００円を減額

するものです。また、その他委託料について事業費の確定により執行残としてそれぞれ減

額するもので、委託料全体で７０２万１，０００円の減額となります。１７節備品購入費

では、事業費の確定により執行残としてそれぞれ減額するもので、備品購入費全体で１７

万８，０００円の減額となります。

２款１項公債費、２目利子では、既定額に５万９，０００円を追加し、４９６万２，０

００円とするもので、２２節償還金利子及び割引料について長期債償還利子の額確定によ

り不足する額を追加するものとなります。

６ページをお開き願います。歳出合計、既定額から７５２万円を減額し、１億４，５２

５万２，０００円とするものです。

続きまして、歳入についてご説明いたします。８ページをお開きください。３款繰入金、

１項繰入金、１目一般会計繰入金につきましては、既定額から７５２万円を減額し、１億

５６３万５，０００円とするもので、歳出の一般管理費に関わる減額分を一般会計繰入金

から減額するものでございます。

４ページをお開きください。歳入合計、既定額から７５２万円を減額、１億４，５２５

万２，０００円とし、歳入歳出のバランスを取っております。

以上でご説明を終わらせていただきます。よろしくご審議のほどお願いいたします。

〇議長（星川三喜男君） ただいま説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

ありませんか。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第２１号を採決

します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第２１号 令和５年度中頓別町下水道事業特別会計補正予算は原案のとお

り可決されました。

◎議案第２２号

〇議長（星川三喜男君） 続きまして、日程第５、議案第２２号 令和５年度中頓別町介

護保険事業特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算を議題といたします。

提出者より提案の理由を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第２２号 令和５年度中頓別町介護保険事業特別会計（介護

サービス事業勘定）補正予算につきまして、相馬保健福祉課保健担当課長から説明をさせ

ていただきます。

〇議長（星川三喜男君） 相馬保健福祉課保健担当課長。

〇保健福祉課保健担当課長（相馬正志君） よろしくお願いいたします。議案第２２号

令和５年度中頓別町介護保険事業特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算についてご

説明をいたします。

１ページをお開き願います。令和５年度中頓別町の介護保険事業特別会計（介護サービ

ス事業勘定）補正予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条第１項 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ４６２万２，０００円

を減額し、歳入歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ５，８７５万７，０００円とする。

第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

令和６年３月１日提出、中頓別町長。

初めに、事項別明細書、歳出からご説明をいたします。１２ページをお開き願います。

１款総務費、１項施設管理費、１目一般管理費では、既定額に４６２万２，０００円を減

額し、５，８７５万７，０００円とするもので、１節報酬から４節共済費までは人件費に

係る決算見込みにより追加及び減額するものでございます。１節報酬から４節共済費につ

きましては、１６ページから２２ページまでの給与費明細書に詳細を掲載しておりますの
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で、ご参照願います。８節旅費及び１０節需用費につきましても同様に決算見込みにより

減額するものでございます。

６ページをお開き願います。歳出合計、既定額に４６２万２，０００円を減額し、５，

８７５万７，０００円とするものでございます。

続きまして、歳入をご説明いたします。８ページをお開き願います。１款サービス収入、

１項介護給付費収入、１目在宅サービス事業収入では、既定額に１，６３１万４，０００

円を減額し、２，１７５万６，０００円とするもので、１節地域密着型介護サービス収入

から６節介護予防・日常生活支援総合事業利用者負担金まで実績見込みによりそれぞれ減

額するものでございます。当初の見込みとしましては、利用者の数値目標を含めて予算を

計上していたこともあり、今回予算の減額が大きくなったところではございますが、通所

介護では６月から現在まで利用延べ人数が前年度を超えており、前年度に比べ増加する見

込みとなっております。訪問介護では、６月から１０月まで前年度を上回っていたのです

が、１１月以降は今まで利用されていた方が亡くなられたり、施設や病院に移るなどした

ため利用者が減少してきている状況となってきております。

２款使用料及び手数料、１項使用料、１目在宅サービス使用料では、既定額に１８３万

９，０００円を減額し、ゼロ円とするもので、当初介護サービス利用料と在宅サービス使

用料の給食費を分けて利用者から徴収することを見込んでおりましたが、事務の煩雑化と

利用者の負担の軽減を図るために介護サービス利用料と合わせて徴収することとしたため、

２款使用料及び手数料の予算を皆減したところでございます。

１０ページをお開き願います。３款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金で

は、既定額に１，３５３万１，０００円を追加し、３，７００万１，０００円とするもの

で、一般会計繰入金を追加計上するものでございます。

４ページをお開き願います。歳入合計、既定額に４６２万２，０００円を減額し、５，

８７５万７，０００円とし、歳入歳出のバランスを取っております。

以上、簡単ではございますが、説明を終わらせていただきます。よろしくご審議のほど

お願いいたします。

〇議長（星川三喜男君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第２２号を採決

します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。
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よって、議案第２２号 令和５年度中頓別町介護保険事業特別会計（介護サービス事業

勘定）補正予算は原案のとおり可決されました。

◎議案第２３号

〇議長（星川三喜男君） 日程第６、議案第２３号 令和５年度中頓別町後期高齢者医療

事業特別会計補正予算を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第２３号 令和５年度中頓別町後期高齢者医療事業特別会計

補正予算につきまして、土屋保健福祉課長から説明をさせていただきます。

〇議長（星川三喜男君） 土屋保健福祉課長。

〇保健福祉課長（土屋順一君） それでは、議案第２３号 令和５年度中頓別町後期高齢

者医療事業特別会計補正予算についてご説明いたします。

１ページをお開き願います。令和５年度中頓別町の後期高齢者医療事業特別会計補正予

算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ８５万７，０００円を減額し、

歳入歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ３，４５１万６，０００円とする。

第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

令和６年３月１日提出、中頓別町長。

初めに、事項別明細書、歳出からご説明いたします。１０ページをお開き願います。１

款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費では、既定額から５万８，０００円を減額し、

１６４万９，０００円とするもので、８節旅費について決算見込みにより５万８，０００

円を減額するものであります。

２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項１目後期高齢者医療広域連合納付金では、既

定額から７９万９，０００円を減額し、３，２７６万７，０００円とするもので、内容に

つきましては１８節負担金補助及び交付金において保険基盤安定負担金で６０万円の減額、

広域連合事務費負担金では額の確定により１９万９，０００円を減額するものでございま

す。

６ページをお開き願います。歳出合計、既定額から８５万７，０００円を減額し、３，

４５１万６，０００円とするものでございます。

続きまして、歳入についてご説明いたします。８ページをお開き願います。２款繰入金、

１項一般会計繰入金、１目事務費繰入金では、既定額から２５万７，０００円を減額し、

３９３万６，０００円とするもので、歳出、１款総務費及び２款後期高齢者医療広域連合

納付金の広域連合事務費負担金の減額によるものでございます。
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２目保険基盤安定繰入金につきましても既定額から６０万円を減額し、９８３万４，０

００円とするもので、歳出、２款後期高齢者医療広域連合納付金での保険基盤安定負担金

の減額分に合わせ減額するものでございます。

４ページをお開き願います。歳入合計、既定額から８５万７，０００円を減額し、３，

４５１万６，０００円とし、歳入歳出のバランスを取っております。

以上、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願い

いたします。

〇議長（星川三喜男君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第２３号を採決

します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第２３号 令和５年度中頓別町後期高齢者医療事業特別会計補正予算は原

案のとおり可決されました。

◎散会の宣告

〇議長（星川三喜男君） これで本日の日程は全て終了しました。

本日はこれにて散会いたします。

どうもご苦労さまでした。

（午前１１時０１分）
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